
総合評価

構造物等への迎撃が必要となった場合への対応として、目標構造物等の内部に貫入させ起爆できる、耐衝撃性を有する弾頭及び信
管に関する研究を早急に着手する必要がある。
また、先行研究の成果である耐衝撃技術、信号処理技術等を十分活用し、自律遅延制御方式を複合することにより、研究開発の効

率化による早期装備化が期待できるため、本事業に着手することは妥当であると判断する。

ロジックモデル（耐高衝撃弾頭技術の研究）

【事業の概要】
構造物等を占拠した敵部隊にスタンド・オフ火力等で対処するため、構造物等の内部まで貫入させた後に起爆させることが可能な耐衝撃性を有

する弾頭及び信管に関する研究を行い、耐高衝撃弾頭に関する技術を確立する。

現状・課題
わが国島嶼が敵部隊によって占拠された場合、艦艇による対地射撃による敵部隊の制圧が期待されるが、対象が構造物等の場合には

構造物内部で起爆する弾頭及び弾頭を起爆させる信管が必要である。これらは構造物等衝突時の高衝撃に耐える必要があるとともに、効
果を最大限発揮するために適切なタイミングで起爆する必要がある。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 研究目標等（初期）

アウトプット
（技術の確立）

アウトカム（成果目標） インパクト
（我が国の防衛への効果）技術の適用計画・運用構想

（中長期）研究試作
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実
施
内
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本事業（研究試作）

所内試験

＜研究開発実施線表＞

所内試験

技術的課題の解明

技術の適用計画
将来の飛しょう体開発に
おいて弾頭及び信管を
搭載し、本研究で獲得し
た技術を検証する。

将来の運用構想
当該技術の獲得により、
遠隔地における硬目標
に対処可能となり、対地
火力の強化が可能。

【政策目標】（大綱との関
係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して選択と集
中による重点的な投資

【施策目標】（中期との関
係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して重点的な
投資を行うことで、戦略的に
重要な装備・技術分野にお
いて技術的優越を確保

総事業費
（予定）

約７５億円※
(５か年計画)

※所内試験のための試
験研究費は別途計上

主な関連（既着手）事業

【先進対艦・対地弾頭技術の研
究】

約３１億円
（Ｈ２７～Ｒ６年度）

【多種目標対処弾技術の研究】
約１０億円

（Ｈ２８～R４年度）

【EFI起爆技術の研究】
約３億円

（Ｒ３～Ｒ５年度）

射撃試験を実施し、供
試品の機能・性能に関
する確認を行う。

その他
先進対艦・対地弾頭技
術、多種目標対処弾
技術EFI※起爆技術の
活用による経費の削減。 ※EFI：Exploding Foil Initiator（金属箔により着火させる点火具）

弾頭試験弾

耐高衝撃技術

自律遅延制御技術

侵徹技術

自律遅延制御
弾着時の状況を判断し
効果的なタイミングを自
律的に選択

侵徹能力
構造物等への侵徹が可
能

耐高衝撃
構造物等の弾着衝撃に
抗たん

効率的な研究
先行研究である、先進対
艦・対地弾頭技術等の
成果を活用することで、
関連試験等に係わる経
費を効率化


